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おおざさとこがためぐん

工事発注において、予定価格超過や入札参加者がいないことなどを理由として、入札の取りやめや
不調が予測される工事について、不調不落対策を試行しております。
今回発注する「 Ｒ３大笹床固群河道整備工事」については、「公募型指名競争入札方式（総合評価落

札方式）」 「余裕期間制度（フレックス）」 「ＣＣＵＳ活用工事（受注者希望方式）」の試行を行います。

①「公募型指名競争入札方式（総合評価落札方式）」の試行

競争参加者が少数と見込まれる工事について、対象工事ごとに技術資料収集に係る公示資料の交
付を受けて、競争参加希望者が参加表明確認申請書及び技術資料（参加要件は企業のみとして技術
者要件は求めない。）を提出し、指名基準による選定を行い、指名された競争参加希望者により総合
評価落札方式で落札者を決定するものです。なお、総合評価は、災害活動実績及び賃上げの実施を
加算点としています。

②「余裕期間制度（フレックス）」

受注者の円滑な工事施工体制の確保を図るため、事前に建設資材、労働者確保等の準備を行うこと
ができる余裕期間を設定する制度です。

③「ＣＣＵＳ活用工事（受注者希望方式）」

受注者の自主的なＣＣＵＳ活用の取り組みの評価を指標毎の目標基準の達成状況に応じて工事成
績評定で加点するものです。
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土工 一式

鋼製土石流制御工（設置） 22基

（コンクリート 約400m3）

モルタル吹付 約950m2

盛土工 一式

仮設工 一式

《工事概要》

（１）工 事 名 ：Ｒ３大笹床固群河道整備工事

（２）工事場所 ：群馬県吾妻郡嬬恋村大字大笹地先

（３）工 期 ：契約締結の翌日から令和５年２月２８日まで

（４）入札方式 ：公募型指名競争入札方式（総合評価落札方式）

（５）工事種別 ：一般土木工事 Ｃ

（６）工事内容 ：

おおざさとこがためぐん

《スケジュール》
○入札公示、入札説明書 交付
○競争参加資格確認申請書、資料 提出期限
○入札書・工事費内訳書 提出期限
○開札日

：令和４年 ４月１２日（火）
：令和４年 ４月２２日（金）
：令和４年 ５月２７日（金）
：令和４年 ６月 １日（水）

《余裕期間制度（フレックス）の試行について》

本工事は、受注者の円滑な工事施工体制の確保を図るため、事前に建設資材、労働者

確保等の準備を行うことができる余裕期間を設定した工事であり、令和５年２月２８日

までの間で、受注者は工事の始期及び終期を任意に設定することができます。

なお、工期の始期までの余裕期間内は、監理技術者等の配置が不要となります。
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－
・８月中旬
・１２月下旬～１月上旬

－

路上工事抑制 －

年末年始、お盆

出水期間

制
約
条
件

関連工事（前工事） －

用地確保 －

支承物件の移設 －

後片付け 1 ・２０日間

鋼製土石流制御工 1
・鋼製土石流制御工（２ｐｔ）
・コンクリート（１ｐｔ）

架設工 1 ・工事用道路工（１ｐｔ）

法面工 1 ・法面吹付工（１ｐｔ）

作業土工 1 ・床堀り（１ｐｔ）

・３０日間

砂防土工 1 ・盛土工（１ｐｔ）

１２月１１月 １月９月 １０月 ２月

準備 1

７月 ８月５月 ６月
工　　種 単位 数　量

令和４年度
備考

《余裕期間制度（フレックス）の活用について》
　本工事は、受注者の円滑な工事施行体制の確保を図るため、事前に建築資材、労働者確保等の準備を行うことができる余裕期間を設定した工事であり、発注者があらかじめ設定した全体工期（余裕期間と工期を合わせた期間）の内で、受注者は工事の始期と終期を任意に設定するこ
とができます。
　なお、工事の始期までの余裕期間は、監理技術者等の配置が不要となります。

別紙－３概略工事工程表

工事名　：　Ｒ３大笹床固群河道整備工事

関係機関協議 －

住民合意 －

余裕

期間

※

任意
で

設定
可能

＜関係機関協議＞
工事着手にあたっての関係機関協議、地元説明は、発注者が主体となって実施してあります。

＜出水期間＞
出水期間についても施工が可能です。

概略工事工程表

○Ｒ３大笹床固群河道整備工事
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１．試行内容

２．施工段階

「ＣＣＵＳ活用工事（受注者希望方式）」（試行）の概要

受注者が工事着手前に自主的に建設キャリアアップシステム（ＣＣＵＳ）
の活用に取り組む旨を希望した場合は、下表のとおり３つの指標（以下、
「３指標」という）の最低基準及び目標基準を指定し、指標の取り組みの達
成状況に応じて工事成績評点において加点を行います。

指標 最低基準 目標基準
平均登録事業者率 70% 90%
平均登録技能者率 60% 80%
平均就業履歴蓄積率 30% 50%

① 受注者が３指標全てにおいて目標基準を達成した場合は１点加点
⇒ 考査項目別運用表 「５．創意工夫」「その他」で加点

② 上記①に加え､平均登録技能者率90%以上を達成した場合は同考査
項目でさらに１点加点 （①と②で合計２点加点）

なお、受注者が３指標いずれかにおいて最低基準を達成しなかった場合
は、工事完成検査終了後に受注者から工事名、未達成の項目、要因及び改
善策の報告を求めます。

受注者が工事着手前に自主的にＣＣＵＳの活用に取り組む旨を希望した場
合は、特記仕様書に定めた時期に、受注者から３指標の取り組み状況の報告
を求めます。

３．工事成績評定（工事完成検査／成績評定時）

受注者が工事着手前に自主的にＣＣＵＳの活用に取り組む旨を希望した場
合は、下記のとおり３指標の達成状況に応じて工事成績評点で加点を行いま
す。

※３指標の最低基準及び目標基準、工事成績評定は、「CCUS活用推奨モデル
工事」と同様です。
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建設キャリアアップシステムの概要

〇「建設キャリアアップシステム」は、技能者の資格、社会保険加入状況、現
場の就業履歴等を業界横断的に登録・蓄積する仕組み

〇若い世代にキャリアパスと処遇の見通しを示し、技能と経験に応じ給与を引
き上げ、将来にわたって建設業の担い手を確保し、ひいては、建設産業全体
の価格交渉力を向上させるもの

〇また、労務単価の引き上げや社会保険加入の徹底といった、これまでの技能
者の処遇改善の取組をさらに加速させるもの

技能者にカードを交付

【技能者情報】
・本人情報
・保有資格
・社会保険加入状況等

ピッ！

現場入場の際に読み取り

技能者情報等の登録 カードの交付・現場での読取

【事業者情報】
・商号
・所在地
・建設業許可情報 等
【現場情報】
・現場名
・工事の内容
・施工体制 等

※システム運営主体
（一財）建設業振興基⾦

＜建設キャリアアップシステムの概要＞

就
業
履
歴
を
蓄
積

⾒積り・請求のエビデンスとしての活⽤

施工実績DB・ビッグデータとしての活⽤

レベル１

レベル２

レベル３

レベル４

初級技能者（⾒習い）

中堅技能者
（一人前の技能者）

職⻑として現場に
従事できる技能者

⾼度なマネジメ
ント能⼒を有す
る技能者（登録
基幹技能者等）

評価基準に合わせ
てカードを色分け

技能者の経験の⾒える化・能⼒評価

現場管理のIT化・書類削減
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